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新図書館建設とほぼ同時期から電算化に向けた検討が開始された。七八年九月には「貸出業務の機械化につい
て」を館内資料として配付している。ここでは新図書館への移行で開架図書の貸出業務が混雑することを予想し、
その解消とサービスの向上を目的に、貸出、返却、督促、予約、統計業務の電算化を内容としたものであった。
’
二
月
に
は
館
内
に
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
委
員
会
を
設
置
す
る
。
こ
の
委
員
会
で
図
書
館
電
算
化
の
基
本
方
針
と
し
て
、
①
第一次計画として開架図書の電算処理を行う。②第二次計画として、逐次刊行物の電算処理を行う。③第三次以
降
の
計
画
は
、
図
書
館
界
の
一
般
的
動
向
を
調
査
し
な
が
ら
、
閉
架
図
書
の
電
算
処
理
、
学
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
検
討
す
る
。
とした。
この第二期図書・資料充実費は、利用頻度の高い資料や辞典・書誌類等の和洋図書基本文献に一億円、市ヶ谷、
多摩両地区に跨がる和洋雑誌・政府刊行物の補充に五千万円とした。同時に、分割配置に伴う図書・資料充実費
の
計
画
は
、
こ
の
第
二
期
計
画
で
終
了
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
として承認（九○年一二月一一一日決裁）された。
十
分
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
図
書
館
委
員
会
で
多
く
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
図
書
館
は
第
一
一
期
分
を
九
一
年
度
か
ら
九
三
年
度
ま
で
の
三
ヶ
年
計
画
と
し
て
、
単
年
度
五
千
万
円
、
総
額
一
億
五
千
万
円
の
要
求
を
理
事
会
に
提
出
し
た
。
こ
の
要
求
は
、
理
事
会
で
五
ヶ
年
計
画
に
修
正
さ
れ
、
九
一
年
度
か
ら
九
五
年
度
ま
で
単
年
度
三
千
万
円
、
総
額
一
億
五
千
万
円
七
九
年
度
に
開
架
図
書
電
算
化
の
予
算
申
請
を
行
い
、
八
○
年
度
よ
り
開
架
図
書
を
対
象
と
し
た
カ
タ
カ
ナ
入
力
が
開
始
さ
れ
た
。
（
３
）
図
書
館
分
割
に
よ
る
他
大
学
に
先
駆
け
た
電
算
化
図
書
館
分
割
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
推
進
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八
○
年
代
半
ば
に
、
多
摩
図
書
館
の
開
館
に
向
け
て
全
力
を
投
入
し
た
一
時
期
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
化
事
業
が
中
断
し
た
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
分
割
さ
れ
た
図
書
館
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
化
の
促
進
を
一
層
促
す
結
果
と
な
る
。
図
書
館
と
し
て
は
、
両
図
書
館
の
新
規
購入図書、学術情報センターとの接続、ＯＰＡＣ検索の開始により、全学を視野に入れた図書館システム計画を
こ
の
時
期
に
他
大
学
図
書
館
で
電
算
化
を
開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
数
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
こ
の
電
算
化
に
向
け
た
取
り
組
み
は
先
駆
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
機
器
の
性
能
か
ら
カ
タ
カ
ナ
入
力
で
は
同
音
異
義
語
等
の
問
題
が
あ
り
、
目
録
も
簡
易
目
録
で
し
か
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
個
人
情
報
と
の
関
係
で
学
生
団
体
と
の
折
衝
問
題
に
ま
で
波
及
し
、
貸
出
シ
ス
テ
ム
の
開
発
ま
で
に
い
た
ら
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
に
よ
り
Ｎ
Ｅ
Ｃ
大
型
汎
用
機
自
体
が
陳
腐
化
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
図
書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
は
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
これは小金井計算センターのＮＥＣ大型汎用機（ＡＣＯＳ）と接続したものであった。システムの内容として、発
注、受入、目録、貸出、返却、予算管理、蔵書管理等の業務を処理するものであった。対象とした図書は約五万
冊
で
、
分
類
は
日
本
十
進
分
類
法
で
行
わ
れ
た
。
八
一
年
の
四
月
に
は
発
注
受
入
れ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
八
二
年
七
月
に
は
大
学
全
体
の
機
械
化
総
合
委
員
会
が
発
足
し
、
事
務
計
算
セ
ン
タ
ー
構
想
の
も
と
に
大
学
事
務
の
機
械
化
の
検
討
と
開
発
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
図
書
館
は
図
書
館
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
委
員
会
を
解
散
し
、
図
書
館
機
械
化
委
員
会
を
同
年
一
○
月
に
設
置
し
て
図
書
館
業
務
の
機
械
化
に
つ
い
て
、
全
般
的
な
検
討
を
重
ね
る
。
そ
し
て
、
八
三
年
一
一
月
に
は
そ
の
検
討
結
果
を
「
図
書
館
業
務
の
機
械
化
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）
ｌ
基
本
構
想
（
案
）
開
発
方
針
（
案
）
ｌ
」
と
し
て
ま
と
め
、
図
書
館
長
に
提
出
している。
シ
ス
テ
ム
Ⅱ
計
画
Ｉ
法
政
大
学
図
書
館
の
再
編
成
Ｉ
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入
力
・
整
理
業
務
の
委
託
化
開
始
八
八
年
一
○
月
に
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
シ
ス
テ
ム
が
接
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
遅
れ
て
い
た
閉
架
図
書
の
デ
ー
タ
入
力
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
学
が
導
入
し
て
い
た
富
士
通
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
、
汎
用
ソ
フ
ト
と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
が
採
用された。館内には拙速を危倶する声があり、相当な議論が行われたが、国公立大学図書館や慶応、同志社を始
め
と
す
る
大
手
の
私
立
大
学
で
は
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
と
の
接
続
を
契
機
に
入
力
作
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
状
況
下
に
あ
り
、
外
部
業
者
へ
の
業
務
委
託
と
し
て
デ
ー
タ
入
力
を
開
始
し
た
。
こ
の
中
で
分
類
体
系
を
ど
う
す
る
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
が
、
本
学
の
図
書
館
が
採
用
し
て
い
た
独
自
分
類
（
旧
分
類
）
で
は
分
類
項
目
が
少
な
い
こ
と
、
汎
用
性
も
な
く
外
注
に
向
か
な
い
等
か
ら
、
この中期計画が基になって、八八年九月一日、図書館（市ヶ谷）、多摩図書館、工学部図書館の三館名による「図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
化
計
画
（
一
九
八
八
～
一
九
九
三
年
）
ｌ
シ
ス
テ
ム
卯
計
画
ｌ
」
を
図
書
館
担
当
理
事
に
提
出
す
る
。
九
○
年
九
月
に
は
、
図
書
館
の
機
械
化
の
経
緯
を
ま
と
め
た
小
冊
子
「
シ
ス
テ
ム
卯
計
画
ｌ
法
政
大
学
図
書
館
の
再
編
成
ｌ
」
（
以
下、「システム卯計画」という）として発表する。
図書館政策でもあった。
八七年一○月一日、図書館機械化委員会は「図書館の運営と機械化（案）ｌ図書館中期計画（一九八七～一九八
九
年
）
ｌ
」
を
ま
と
め
る
。
こ
れ
は
図
書
館
業
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
つ
い
て
の
学
内
外
の
状
況
が
大
き
く
進
展
す
る
中
で
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
内
容
の
見
直
し
を
行
う
と
同
時
に
、
図
書
館
の
将
来
展
望
を
含
め
た
図
書
館
運
営
に
ま
で
言
及
し
た
も
の
で
あった。図書館のみならず、研究所、資料室も視野に入れた内容となっている。いわば大学全体としての広義の
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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開
架
図
書
、
閉
架
図
書
と
も
に
デ
ー
タ
数
が
増
大
し
、
九
○
年
六
月
に
は
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
は
、
利
用
者
に
と
っ
て
は
多
方
向
か
ら
の
検
索
が
可
能
で
、
し
か
も
所
要
時
間
も
短
か
く
て
済
む
こ
と
か
ら
大
幅
な
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
な
っ
た
。
利
用
者
及
び
利
用
冊
数
の
増
大
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
「システム卯計画」では、和洋図書一○万冊の遡及入力を九一～九一一一年にかけて実施する計画であったことか
ら
、
九
○
年
一
一
月
五
日
に
五
ヶ
年
計
画
（
総
予
算
額
五
億
円
）
を
理
事
会
に
提
出
し
た
。
二
月
七
日
の
理
事
会
常
務
会
で
、
こ
の
五ヶ年計画は、八ケ年計画に修正された上で承認される。ところが同曰午後の学部長会議で疑義が出され、この
学部長会議の意向を尊重した理事会常務会は、二月八日、遡及入力実施計画の九一年度予算化を見送った。
和
洋
図
書
と
も
に
曰
本
十
進
分
類
法
（
Ｎ
Ｄ
Ｃ
・
新
訂
、
八
版
）
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
外
部
業
者
に
よ
る
デ
ー
タ
入
力
作
業
は
、
和
書
は
紀
伊
国
屋
、
洋
書
は
丸
善
と
い
う
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
と
い
う
形
を
取
っ
た
が
、
図
書
を
外
部
へ
搬
出
し
て
デ
ー
タ
を
作
成
・
整
理
し
た
上
で
、
図
書
を
再
搬
入
す
る
こ
と
か
ら
相
当
の
日
数
（
約
一
ヶ
月
）
を
要
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
利
用
者
か
ら
多
く
の
不
満
が
で
た
。
こ
れ
は
館
内
に
大
量
に
デ
ー
タ
入
力
す
る
だ
け
の
端
末
機
の
台
数
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
等
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
後
、
環
境
が
整
い
、
九
二
年
度
よ
り
派
遣
方
式
に
切
替
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
収
書
か
ら
利
用
可
能
ま
で
の
タ
イ
ム
ラ
グ
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
利
用
者
の
不
満
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
になった。
は大きな問題であった。
遡
及
入
力
と
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
新
着
図
書
の
デ
ー
タ
入
力
作
業
が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
既
に
配
架
さ
れ
て
い
る
旧
分
類
の
和
洋
図
書
の
入
力
を
ど
う
す
る
の
か
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無
に
し
な
い
で
欲
し
い
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
で
全
学
図
書
資
料
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
計
画
の
遅
延
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
学部長会議へ館長が出向き説明を行っている。学部長会議からは、図書館に対し、遡及入力の意味と必要性につ
い
て
の
全
学
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
更
に
努
力
す
る
よ
う
に
、
と
の
要
望
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
図
書
館
長
は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
調
査
委
員
会
を
諮
問
機
関
と
し
て
設
置
す
る
。
こ
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
調
査
委
員
会
は
、
各
学
部
教
授
会
か
ら
一
名
の
委
員
と
多
摩
計
算
セ
ン
タ
ー
、
三
図
書
館
か
ら
の
職
員
人
名
の
一
六
名
で
構
成
さ
れ
、
九
四
年
一一一月五日に発足している。この委員会は、以降七回の会合を開き、九四年一○月二○日に館長宛に「答申」を提
出
し
て
解
散
し
て
い
る
。
七
ケ
月
と
い
う
短
期
間
で
、
こ
の
委
員
会
は
他
大
学
へ
の
シ
ス
テ
ム
実
態
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
シ
ス
テ
ム
全
体
に
つ
い
て
の
検
討
を
綿
密
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
四
四
頁
に
わ
た
る
膨
大
な
「
答
申
」
と
し
て
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
その内容は、「図書館システム委員会は、図書館長の諮問機関として発足（一九九四年三月五日）し、館長より諮
問事項の説明を受け、七回にわたる委員会と二大学へのシステムの実態調査を行い答申の検討を行いました。答
申
に
あ
た
り
一
本
化
の
努
力
を
行
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
困
難
と
の
結
論
に
達
し
、
別
紙
の
通
り
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
三
つ
を
当
委
員
会
担
当
理
事
打
合
わ
せ
会
か
ら
の
要
請
事
項
で
あ
る
、
①
現
在
の
困
難
な
財
政
状
況
、
②
学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
を
考
慮
し
て
検
討
し、五社の大学図書館システム・パッケージの中から評判の高かった上位二社（富士通のＩＬＩＳ／Ｘと丸善のＣＡ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
に
絞
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
が
、
｜
社
の
ソ
フ
ト
に
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
要
因
は
、
八
四
年
の
事
務
機
械
化
実
行
委
員
会
の
決
定
に
よ
り
採
用
し
て
い
た
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
が
リ
プ
レ
イ
ス
時期となり、次期採用のシステムとして何を採用するかの議論が開始されたからである。図書館としては、採用
が
決
定
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
習
熟
に
は
努
力
す
る
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し
な
が
ら
開
発
し
て
き
た
図
書
館
員
の
労
苦
を
の
答
申
と
し
ま
す
。
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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書館（市ヶ谷）、多摩図書館の和洋図書約三・
を
「
第
二
期
遡
及
入
力
事
業
」
と
し
て
計
画
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
緯
を
受
け
て
、
九
五
年
七
月
一
一
一
一
曰
、
理
事
会
は
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
／
Ｘ
７
Ｏ
の
採用を決定し、新図書館システムへの変更（導入・移行）作業が開始された。このシステムの安定稼動を確認し、
九
七
年
六
月
五
日
よ
り
旧
分
類
和
洋
図
書
約
一
七
万
冊
の
遡
及
入
力
及
び
タ
ト
ル
テ
ー
プ
添
付
、
バ
ー
コ
ー
ド
ラ
ベ
ル
貼
付
の
作
業
を
外
部
委
託
で
開
始
す
る
。
こ
の
「
第
一
期
遡
及
入
力
事
業
」
は
九
七
年
～
二
○
○
｜
年
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
計
画
で
実
施
し
、
図
書
館
（
市
ヶ
谷
）
、
多
摩
図
書
館
の
和
洋
図
書
約
三
七
万
冊
の
入
力
を
完
了
し
た
。
同
時
に
残
る
和
洋
の
政
府
刊
行
物
・
雑
誌
紀
要
類
－
Ｌ
Ｉ
Ｓ
／
Ｘ
７
ｏ
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
後
、
汎
用
機
の
能
力
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
容
量
等
の
問
題
か
ら
、
｜
部
機
能
を
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
によるＩＬＩＳ／Ｘ１ＷＲシステムに移し（九九年一○月まで）両システムを併行運用した。
九
八
年
度
に
な
り
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
新
シ
ス
テ
ム
導
入
提
案
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
大
型
汎
用
機
の
り
１
ス
契
約
が
九
九
年
一
一
一
月
で
切
れ
、
「
二
○
○
○
年
問
題
」
に
も
未
対
応
で
、
次
期
事
務
シ
ス
テ
ム
開
発
で
は
採
用
し
な
い
。
②
大
型
汎
用
機
と
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
と
の
接
続
が
九
九
年
一
二
月
で
不
可
能
と
な
る
、
と
し
、
現
行
の
Ｗ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
へ
の
完
全
移
行
はＷＲシステム自体の能力の限界から、将来的な発展性、拡張性が無く採用すべきでないと判断している。新図
書館システム（ＵＮＩＸシステム）導入を提案した。これは九七年に発足した次期事務システム検討委員会の討議
経
過
か
ら
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
次
期
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
や
テ
キ
ス
ト
情
報
提
供
の
機
能
の
み
な
ら
ず
、
現
実
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応
の
図
書
館
機
能
等
も
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
図
書
館
と
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
次
期
図
書
館
シ
ス
テ
ム
小
委
員
会
が
九
八
年
九
月
に
発
足
す
る
。
小
委
員
会
は
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
で
収
集
し
た
資
料
に
よ
り
、
業
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
そ
の
中
か
ら
見
積
参加業者上位四社の総合判断で決定するという方針により、総合情報センターと図書館で構成する、図書館シス
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催されている。
が
常
任
理
事
校
に
二
度
就
任
し
て
い
た
。
七
日
に
、
こ
れ
を
承
認
す
る
。
こ
の
常
任
理
事
校
は
二
年
間
を
任
期
と
す
る
も
の
で
、
慣
例
と
し
て
関
西
、
関
東
の
大
規
模
大
学
が
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
本
学
は
五
一
一
一
年
に
次
い
で
二
度
目
の
就
任
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
す
で
に
関
東
で
は
、
早
稲
田
大
学
、
慶
応
大
学
、
明
治
大
学
のであった。
（
４
）
二
度
目
の
私
立
大
学
図
書
館
協
会
常
任
理
事
校
就
任
多
摩
図
書
館
へ
の
約
一
七
万
冊
の
図
書
資
料
の
移
動
を
終
え
た
頃
、
八
六
年
一
一
月
六
日
に
私
立
大
学
図
書
館
協
会
常
任
理
事
校
の
関
西
学
院
大
学
学
長
か
ら
、
本
学
総
長
青
木
宗
也
宛
に
次
期
常
任
理
事
校
就
任
に
つ
い
て
の
要
請
が
あ
っ
た
。
理
事
会
は
同
月
二
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
テ
ム
検
討
・
評
価
委
員
会
が
内
容
精
査
し
、
そ
の
扱
い
は
担
当
理
事
打
合
せ
会
一
任
と
な
り
、
九
九
年
四
月
に
次
期
事
務
（
図
書
館
）
シ
ス
テ
ム
業
者
と
し
て
富
士
通
に
決
定
し
た
。
こ
の
新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
ｉ
Ｌ
ｉ
ｓ
ｗ
ａ
ｖ
ｅ
は
九
九
年
一
一
月
一
曰
よ
り
稼
動
し
本
学
は
八
七
年
、
八
八
年
の
二
年
間
、
常
任
理
事
校
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
主
だ
っ
た
業
務
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
私
立
大
学
図
書
館
協
会
の
関
係
で
は
、
近
い
と
こ
ろ
で
第
四
三
回
総
大
会
・
研
究
会
が
八
一
一
年
七
月
に
、
本
学
の
六
一
一
年
館
で
開
Ｓ
、
東
地
区
お
よ
び
西
地
区
役
員
会
に
出
席
し
、
会
務
報
告
を
行
う
。
１
，
年
一
回
総
会
・
研
究
大
会
を
招
集
し
、
総
会
事
項
の
提
案
を
行
う
。
２
，
年
二
回
以
上
の
役
員
会
を
招
集
し
、
会
議
を
主
催
す
る
。
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（
５
）
蔵
書
分
割
に
よ
る
書
庫
問
題
収
蔵
冊
数
を
六
五
万
冊
と
し
た
図
書
館
（
市
ヶ
谷
）
の
書
庫
は
、
多
摩
図
書
館
へ
の
分
割
配
架
が
開
始
さ
れ
た
八
四
年
度
に
は
ほ
ぼ
満
杯
に
近
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
八
六
年
に
は
Ｂ
４
書
庫
全
体
を
集
密
書
架
に
す
る
な
ど
一
定
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
が
、
九
一
一
年
度
に
は
書
庫
の
空
棚
率
が
九
・
二
％
と
な
っ
た
。
図
書
資
料
を
分
類
別
に
配
架
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
書
庫
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
は
ゼ
ロ
に
等
し
い
状
況
で
あ
る
。
当
面
の
対
応
策
と
し
て
、
一
定
部
分
を
書
庫
ス
。
ヘ
ー
ス
に
余
裕
の
あ
る
多
摩
図
書
館
へ
搬
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
し
た
。
同
時
に
こ
の
よ
う
な
状
態
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
書
庫
を
増
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
（
市
ヶ
谷
）
の
研
究
・
教
育
条
件
の
劣
悪
化
を
防
ぎ
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
九
一
一
年
度
の
図
書
館
委
員
会
で
は
、
図
書
館
側
か
ら
図
書
館
（
市
ヶ
谷
）
書
庫
の
狭
随
さ
は
三
キ
ャ
ン
パ
ス
体
制
の
も
と
で
果
た
す
全
学
図
書
館
の
機
能
に
関
連
す
る
問
題
で
あ
り
、
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
含
む
全
学
的
な
検
討
を
依
頼
し
た
。
加
え
て
、
同
年
七
月
二
三
日
付
学
術
審
議
会
よ
り
文
部
大
臣
に
答
申
さ
れ
た
『
一
一
一
世
紀
を
展
望
し
た
学
術
研
究
の
総
合
的
推
進
方
策
」
の
中
の
「
大
学
図
書館等の機能強化」を紹介した。九三年一一月一一五日の学部長会議では山口圭一｜一郎館長、山川次郎事務部長が出
席
し
て
、
書
庫
問
題
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
席
上
、
川
上
担
当
常
務
理
事
か
ら
、
恒
久
的
見
通
し
が
な
い
書
庫
問
題
の
解決はないとし、保存書庫建設についての示唆があった。
そ
の
後
、
図
書
館
委
員
会
は
こ
の
書
庫
問
題
に
つ
い
て
何
回
か
の
検
討
を
重
ね
、
九
四
年
六
月
に
図
書
館
所
蔵
図
書
の
多
摩
図
書
４
、
事
務
所
を
常
任
理
事
校
に
置
き
、
会
務
を
処
理
す
る
。
５
、
日
本
図
書
館
協
会
、
国
公
私
立
大
学
図
書
館
協
力
委
員
会
等
の
役
員
業
務
を
処
理
す
る
。
こ
れ
ら
の
業
務
は
、
主
に
館
長
、
事
務
部
長
が
担
当
し
た
。
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研
修
」
と
し
て
、
三
年
間
継
続
し
て
開
催
す
る
。
こ
の
研
修
会
は
い
ず
れ
も
学
内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
一
泊
一
一
日
の
日
程
で
開
年
図
書
館
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
は
事
務
処
理
の
み
な
ら
ず
、
図
書
館
そ
の
も
の
の
あ
り
９
 
９
 
録
■
か
い
Ｚ
・・剛方が大きく変貌することであった。書庫事情に伴って分割配置を余儀なく
刀
ｆ
ｒ
ｄ
ｋ
Ｊ
。
。
ｊ
十
曇
ｗ
１
ｒ
１
題
：
口辨■「■「》■》■》■『・露二糠黙彌鰹椌灘離騨鱗鰡纏
記
Ｌ口蜥■に■統職。
・へ〆繊■ｊ川》ｊ・」己川〉
館
▲イう一二一二Ｊ蝋｛《｜〈Ｔ〔トニヘト江二汗一一一一へｎＪアｌＩｌ二、
■１１了１口■・１１・鴎研修会を開催する運びへと発展して行った。九一年度には、「市ヶ谷、多摩
図書館をめぐる現状と課題」がメインーアーマとなり、九一一年度は、「大学設置基準の大綱化と図書館のあり方ｌ自
己
点
検
・
自
己
評
価
ｌ
」
と
し
て
開
催
し
、
そ
し
て
九
三
年
度
に
は
工
学
部
図
書
館
も
参
加
し
て
「
一
一
｜
図
書
館
、
五
分
科
会
に
よ
る
館
へ
の
配
置
案
（
約
一
五
万
冊
の
計
画
が
、
両
図
書
館
間
で
合
意
さ
れ
た
。
同
年
七
月
に
学
部
長
会
議
で
了
承
さ
れ
、
九
月
の
理
事
会
で
こ
の
計
画
は
決
裁
さ
れ
た
。
九
五
年
二
月
か
ら
一
一
一
月
に
か
け
て
配
置
は
完
了
し
た
。
移
動
図
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
洋
雑
誌合 洋和
和
雑
誌
（
６
）
図
書
館
の
自
己
点
検
・
自
己
総
括
計 室皀
四一一、○二一一冊
室曰
六
八
、
六
五
二
冊
四 七、
七
八
四
冊
（
タ
イ
ト
’三、一一四八冊（タイトル数一、八四一一一種）
、
七
○
六
冊
（
一
般
図
書
五
○
、
八
二
六
冊
、
個
人
文
庫
一
七
、
八
一
一
六
冊
）
（一般図書四一、’一六九冊、個人文庫七五三冊）
ル数四三七種）
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催
し
た
も
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
伴
っ
た
新
し
い
図
書
館
機
能
を
目
指
し
つ
つ
あ
る
大
学
図
書
館
界
の
動
き
を
視
野
に
入
れ
な
がら、本学の図書館機能を今後どのように考え、具体化するのかの検討であった。
こ
の
研
修
会
の
討
議
を
経
て
、
図
書
館
中
長
期
政
策
を
考
え
よ
う
と
す
る
動
き
へ
と
進
展
し
、
そ
の
た
め
に
「
図
書
館
白
書
」
づ
く
り
を
目
指
し
た
図
書
館
白
書
作
成
検
討
準
備
会
が
九
四
年
一
○
月
に
発
足
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
委
員
会
の
活
動
は
「
報
告
書
」
（一九九五年一一一月一三曰）を出すに止まったが、以降、「図書館年次報告書」を発行することで、その内容は継承
さ
れ
て
い
っ
た
。
多
摩
図
書
館
は
、
九
八
年
度
よ
り
「
多
摩
図
書
館
年
次
報
告
書
」
を
発
行
し
続
け
、
市
ヶ
谷
の
図
書
館
は
二
○
○
○
年
度
に
「
図
書
館
年
次
報
告
書
」
を
発
行
し
、
次
年
度
以
降
は
三
図
書
館
の
内
容
を
編
ん
だ
「
法
政
大
学
図
書
館
年
次
報
告
書
」
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
書
庫
問
題
が
契
機
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
図
書
館
内
の
動
き
も
反
映
し
て
、
川
上
担
当
常
務
理
事
は
九
四
年
四
月
六
日
に
「
多
摩
図
書
館
長
、
事
務
部
長
任
命
に
当
た
っ
て
の
メ
モ
」
を
提
示
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
も
の
で
あ
っ
た
。
１
、
多
摩
図
書
館
長
、
事
務
部
長
の
任
命
は
市
ヶ
谷
・
多
摩
両
図
書
館
の
対
等
の
協
議
に
よ
っ
て
両
図
書
館
の
関
係
を
円
滑
化
し
、
２
、
市
ヶ
谷
図
書
館
長
と
多
摩
図
書
館
長
は
対
内
的
に
同
格
の
立
場
に
立
つ
。
３
、
対
外
的
に
は
、
図
書
館
（
市
ヶ
谷
）
を
代
表
館
と
し
、
図
書
館
長
（
市
ヶ
谷
）
、
事
務
部
長
が
そ
の
職
務
を
引
き
受
け
る
。
４、両図書館の恒久的な関係および総合的な図書館ｌ資料室ｌ研究所体制のあり方については、「二一世紀の法
政大学」審議会の抜本的な検討とその答申を待って、確定することとする。
１
、
多
摩
図
書
館
長
、
事
務
部
長
の
任
命
は
市
ヶ
谷
呈
永
年
の
懸
案
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に
行
わ
れ
た
。
（
７
）
三
館
協
議
会
に
よ
る
一
元
的
運
営
の
志
向
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５
、
そ
れ
ま
で
の
当
分
の
間
、
既
存
の
図
書
館
委
員
会
は
そ
の
ま
ま
存
続
さ
せ
、
両
図
書
館
長
が
共
同
し
て
、
そ
の諮問機関として活用する。
６
、
両
図
書
館
間
の
業
務
の
調
整
を
行
う
た
め
、
図
書
館
長（市ヶ谷）、事務部長および多摩図書館長、事
務
部
長
に
よ
る
協
議
会
を
必
要
に
応
じ
て
開
く
こ
と
と
する。
こ
の
メ
モ
を
受
け
て
、
九
五
年
四
月
よ
り
両
図
書
館
の
協
議
会
が
発
足
す
る
。
こ
の
協
議
会
は
図
書
館
全
体
の
運
営
を
調
整
す
る
こ
と
か
ら
、
途
中
か
ら
工
学
部
図
書
館
長
、
同
図
書課長も加わった三館協議会となる。この協議会は、
そ
の
実
務
を
多
摩
図
書
館
が
担
当
し
、
市
ヶ
谷
の
図
書
館
が
担
当
す
る
図
書
館
業
務
の
連
絡
・
調
整
を
主
た
る
目
的
と
し
た
三
館
管
理
職
連
絡
会
と
同
様
に
、
月
一
回
開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
（
８
）
倍
増
し
た
開
架
図
書
利
用
者
多
摩
図
書
館
が
開
館
し
て
一
○
年
を
経
過
し
た
時
点
で
、
(1)《過去１０年間における開架貸出者数と学生数の推移》
人
60,000 
50,000 
40,000 
■市ヶ谷
鑪多摩
蕊学生数
30,000 
20,000 
1０，０００ 
０ 
8４８５８６８７８８８９９０９１９２９３年度
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図
書
館
白
書
作
成
検
討
準
備
会
は
「
報
告
書
」
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
下
の
図
表
が
示
す
よ
う
に
、
多
摩
図
書
館
の
開
館
以
来
、
両
図
書
館
の
開
架
図
書
貸
出
者
数
は
着
実
に
増
え
続
け
、
特
に
市
ヶ
谷
の
図
書
館
で
は
九
○
年
度
を
境
に
急
激
に
伸
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
○
年
前
に
比
較
す
る
と
約
二
・
七
倍
で
あ
り
、
多
摩
図
書
館
で
は
四
学
年
体
制
と
な
っ
た
八
七
年
度
の
約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
両
図
書
館
と
も
に
九
一
年
度
か
ら
急
激
に
利
用
者
が
増
え
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
報
告
書
は
、
こ
の
年
の
後
期
試
験
が
す
べ
て
リ
ポ
ー
ト
に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
の
も
一
つ
の
要
因
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
が
、
次
年
度
以
降
も
増
加
し
て
い
る
傾
向
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
外
的
な
要
因
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
九
○
年
度
か
ら
稼
働
し
た
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
よ
る
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
と
す
る
、
各
種
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
て
行
っ
た
こ
と
が
利
用
者
の
急
激
な
増
加
に
繋
が
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
八
○
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
よ
る
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
化
は
、
従
来
型
の
伝
統
的
な
図
書
館
機
能
の
機
械
化
の
み
な
ら
ず
、
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
二
一
世
紀
に
向
け
た
情
報
化
社
会
に
相
応
し
い
電
子
図
書
館
と
し
て
の
機
能
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
が
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
・
研
究
を
支
援
す
る
機
関
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
充
実
、
発
展することは言うまでもないことであるが、法政大学図書館としては一一兀的運用がなされなければならない。「シ
ス
テ
ム
帥
計
画
」
は
、
こ
の
考
え
方
を
基
本
に
据
え
、
三
図
書
館
だ
け
で
な
く
各
学
部
の
資
料
室
・
研
究
所
と
い
っ
た
図
書
館
機
能
を果たす全学の機関を視野に入れた「法政大学学術情報データベース」の構築でもあった。
こ
の
こ
と
は
、
当
然
の
よ
う
に
今
ま
で
の
図
書
館
の
運
用
と
組
織
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
へ
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
多
摩
図
書
館
の
（
９
）
’
○
学
部
体
制
を
支
え
る
電
子
図
利
用
規
程
等
の
改
定
と
事
務
組
織
の
変
更
○
学
部
体
制
を
支
え
る
電
子
図
書
館
シ
ス
テ
ム
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を
果
た
す
機
関
と
し
て
の
図
書
館
を
、
ど
の
よ
う
に
定
め
る
の
か
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
図
書
館
合
同
職
員
研
修
会
の
中
か
ら
提
起
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
収
書
方
針
・
選
書
基
準
の
作
成
で
あ
っ
た
。
多
摩
図
書
館
開
館
に
伴
っ
て
分
割
配
架
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
市
ヶ
谷
、
多
摩
両
図
書
館
は
そ
れ
ぞ
れ
を
総
合
図
書
館
と
し
て
充
実
す
る
と
い
う
図
書
配
置
委
員
会
の
方
針
に
そ
っ
て
、
図
書
資
料
の
充
実
が
図
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
が
法
政
大
学
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
し
て
開
発
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ば
図
書
資
料
の
分
散
配
置
・
集
中
管
理
と
の
考
え
方
が
定
着
し
て
き
た
。
収
書
方
針
・
選
書
基
準
委
員
会
は
一
一
一
図
書
館
職
員
で
構
成
し
、
九
五
年
度
か
ら
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
二
○
○
○
年
度
の
第
一
回
図
旧
利
用
規
程
は
現
状
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
実
態
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
た
め
に
、
全
面
的
な
改
定
と
な
っ
た
が
、
市
ヶ
谷
、
多摩、小金井の一一一館共通の利用規程にしたことによりサービス運営面での一元化が図れた意味は大きい。ただ、
図書館の基本規程とも一一一一口一つべき「法政大学図書館規程」が制定されていないために、本学の教学上、あるいは組
織上、図書館が明確に位置付かないでいる。一○学部を抱えた一一一キャンパス体制下で、その教育研究の支援機能
開
館
に
伴
い
分
割
配
置
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
図
書
資
料
の
貸
出
問
題
、
あ
る
い
は
図
書
館
の
シ
ス
テ
ム
化
と
共
に
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
電
子
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
実
施
等
に
よ
り
、
六
八
年
度
の
一
部
改
訂
以
来
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
「
図
書
館
利
用
規
程
」
の
全
面
的
な
見
直
し
が
急
が
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
触
れ
た
図
書
館
合
同
職
員
研
修
会
で
提
起
さ
れ
、
三
館
の
図
書
館
職
員
か
ら
な
る
利
用
規
程
委
員
会
が
九
五年一一一月一一八日に発足した。九七年一月一一三日には委員会の検討案が作成されたが、その後、理事会から一一一図書
館
の
呼
称
問
題
等
が
提
起
さ
れ
施
行
化
が
遅
れ
て
い
た
。
こ
の
間
、
図
書
館
は
こ
の
「
図
書
館
利
用
規
程
」
（
案
）
を
暫
定
的
に
活
用
し
て
い
た
が
、
九
九
年
四
月
一
日
よ
り
改
正
さ
れ
た
。
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「
シ
ス
テ
ム
卯
計
画
」
を
基
に
進
ん
で
行
っ
た
図
書
館
の
改
革
は
、
図
書
館
を
取
り
巻
く
情
報
環
境
が
大
き
く
変
貌
す
る
状
況
下
で、従来からの伝統的な図書館機能をより充実・強化しながら、電子的機能をどう取り入れていくかにあった。
利
用
規
程
、
収
書
方
針
・
選
書
基
準
の
全
面
的
な
見
直
し
は
、
そ
の
結
果
で
あ
っ
た
。
さらに新図書館システムの導入は、新しいサービス機能を展開するために事務組織の見直しが必要であった。
九七年度になり、事務組織検討委員会を設置し検討を重ねることになる。事務組織見直しの観点として、①業務
の集中化によりレファレンスを強化する、②昼夜開講に伴う利用者サービスに対応する、③総務係、運用係を統
合し、分掌を見直す、④近い将来、多摩図書館との一一兀的な業務統合が可能かどうかを視野に入れる、等を挙げ
書
館
委
員
会
に
、
「
法
政
大
学
図
書
館
収
集
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
」
を
提
案
す
る
。
内
容
は
、
①
資
料
の
収
集
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
②
除
籍
・
廃
棄
基
準
に
つ
い
て
、
③
法
政
大
学
図
書
館
貴
重
書
資
料
取
扱
内
規
に
つ
い
て
、
か
ら
成
っ
て
い
る
。
①
に
つ
い
ては、「基本資料」、「特色ある資料」、「特色ある蔵書群として発展させるもの」に分類し、市ヶ谷、多摩、小金井
の
各
図
書
館
で
分
担
す
る
収
書
方
針
を
定
め
た
。
そ
の
上
で
、
選
書
基
準
を
形
態
別
、
主
題
別
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
は
規
程
化
さ
れ
て
い
る
も
の
に
具
体
例
を
加
え
、
③
は
約
一
○
年
前
に
検
討
さ
れ
て
い
た
も
の
を
現
状
下
で
見
直
し
を
し
た
も
の
で
検討された。
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
この収集方針は三キャンパスそれぞれの学部構成を配慮した上で、守備範囲を明確にし、分担収集・保存、共
同利用の推進を図ることが目的であった。完成を見るまでにかなりの期間を要したのは、検討途中で新学部設置
が
あ
り
、
そ
の
学
部
の
教
育
研
究
内
容
、
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
に
も
と
づ
い
た
検
討
・
見
直
し
を
図
書
館
委
員
会
を
経
て
行
っ
あった。
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学
術
審
議
会
は
、
九
六
年
七
月
二
九
日
に
「
大
学
図
書
館
に
お
け
る
電
子
図
書
館
的
機
能
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て
（
建
議
）
」
を
発
表
し
て
い
る
。
国
公
立
大
学
は
も
と
よ
り
私
立
大
学
も
含
め
た
大
学
図
書
館
界
は
、
電
子
図
書
館
機
能
の
充
実
と
強
化
に
向
け
た
動
向
と
な
る
。
そ
れ
は
大
学
自
体
が
直
面
し
て
い
る
社
会
状
況
の
変
化
の
中
で
、
図
書
館
自
体
の
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
図
書
館
将
来
構
想
委
員
会
は
図
書
館
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
九
八
年
一
月
一
三
日
に
発
足
し
た
。
｜
年
間
の
討
議
を
経
て
、
九
九
年
一
月
三
○
曰
に
そ
の
結
果
を
「
法
政
大
学
図
書
館
の
中
期
展
望
ｌ
将
来
構
想
委
員
会
報
告
ｌ
」
と
し
て
冊
子
に
編
ん
だ
。
そ
の
内
容
は
、
①
図
書
館
の
「
電
子
化
」
構
想
、
②
将
来
に
お
け
る
伝
統
的
図
書
館
の
役
割
に
つ
い
て
、
③
職
員
の
専
門
性
と
育
成
に
つ
い
て
、
④
小
金
井
図
書
館
体
制
の
確
立
に
向
け
て
、
⑤
書
庫
問
題
の
展
望
、
か
ら
成
っ
て
い
る
。
現
時
点
で
図
書
館
が
直
面
、
あ
る
い
は
抱
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
中
期
展
望
と
い
う
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
を
今
後
ど
の
よ
う
に
政
策
化
し
、
具
体
化
す
る
の
か
は
図
書
館
を
含
め
た
大
学
の
課
題
で
あ
る
。
理
事
会
を
始
め
、
全
教
職
員
に
こ
の
冊
子
は
配
布
さ
れ
た
。
学
部
長
会
議
に
は
両
館
長
が
出
席
し
て
、
図
書
館
将
来
構
想
の
重
要
性
を
訴
え
て
も
い
る
。
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
、
情
報
収
集
課
及
び
法
政
大
学
図
書
館
中
期
展
望
の
策
定
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る
の
か
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
新
学
部
図
書
費
と
日
曜
開
館
の
実
施
国
際
文
化
学
部
、
人
間
環
境
学
部
は
九
九
年
四
月
に
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
設
置
準
備
段
階
か
ら
図
書
資
料
を
収
集
電
子
情
報
の
急
激
な
発
達
は
図
書
館
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
た
。
紙
媒
体
に
よ
る
伝
統
的
な
図
書
館
機
能
に
加
え
、
電
子
情
報
機
能
そ
の
結
果
、
九
八
年
四
月
よ
り
第
一
図
書
課
及
び
第
二
図
書
課
を
廃
止
し
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
十
分
な
対
応
を
行
う
た
め
に
、
報
サ
ー
ビ
ス
課
、
情
報
収
集
課
及
び
情
報
管
理
課
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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そ
の
後
、
九
九
年
度
に
な
り
、
二
○
○
○
年
度
に
設
置
さ
れ
る
現
代
福
祉
学
部
、
情
報
科
学
部
の
図
書
資
料
等
と
の
関
係
も
あ
り
、
五
ヶ
年
計
画
が
二
○
○
｜
年
度
ま
で
の
四
ヶ
年
計
画
に
変
更
さ
れ
、
計
七
千
二
百
万
円
と
な
っ
た
。
九
九
年
に
設
置
さ
れ
た
人
間
環
境
学
部
は
日
曜
開
講
に
な
る
こ
と
か
ら
、
図
書
館
は
曰
曜
開
館
を
実
施
し
た
。
九
八
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
休
日
開
館
曰
数
（
試
験
期
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
）
は
、
年
間
ほ
ぼ
一
一
な
い
し
一
二
日
間
で
あ
っ
た
が
、
九
九
年
に
は
一一一一一一日間、’一○○○年度は一一一一一日間と大幅に増加した。その結果、日曜開館に伴う入館者数は九八年度の一一一、三
九
四
名
か
ら
、
九
九
年
度
は
八
、
三
八
四
名
の
約
一
一
・
五
倍
と
な
っ
た
。
｜
日
当
た
り
の
入
館
者
数
は
平
均
一
一
五
○
人
強
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
特
別
事
業
予
算
が
決
定
さ
れ
た
。
国
際
文
化
学
部
八
百
万
円
、
人
間
環
境
学
部
一
千
万
円
を
九
八
年
度
か
ら
二
○
○
二
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
計
画
、
計
九
千
万
円
で
あ
っ
た
。
|蕊慧■
（
、
）
山
手
線
沿
線
私
立
大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
発
足
「、
Ｌノ（） 、
ノ
ア
ヒ
○ 
○ 
○ 
二○○○年一一一月一五日、山手線沿線に位置する私立大学図書館長が
軸集い、総合的な図書館間相互協力の推進を目的とした協定が結ばれた。
弘加盟した大学図書館は、青山学院大学、学習院大学、国学院大学、東
、ント洋大学、法政大学、明治大学、明治学院大学、立教大学の八大学であ
ン紺る。大学図書館間の相互協力は、これまでもさまざまな形で実施ざれ
肝ている。広く知られているものに、「国公私立大学図書館文献複写に関
する協定」に基づいた文献複写サービスがある。しかし、コンソーシ
〆、
ﾋノ〔）
 
○ 
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ア
ム
の
形
態
で
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
は
曰
本
で
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
例
え
ば
、
京
都
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム京都」はよく知られているが、これは単位互換等をはじめとする学生・院生の交流、交換などを主としたもの
で
、
図
書
館
間
の
相
互
協
力
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
い
。
図
書
館
間
の
相
互
協
力
で
は
東
京
西
部
の
東
京
経
済
大
学
、
国
立
音
楽
大
学
、
津
田
塾
大
学
、
国
際
基
督
教
大
学
で
結
成
す
る
「
多
摩
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
各
地
で
大
学
や
図
書
館
の
特
性
、
地
域
性
を
活
か
し
た
相
互
関
係
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
だ
が
、
山
手
線
沿
線
私
立
大
学
図
書
館
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
よ
う
な
規
模
と
内
容
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
規
模
か
ら
す
る
と
、
加
盟
す
る
八
大
学
の
学
部
数
の
合
計
は
四
一
一
一
学
部
、
学
生
数
は
一
五
万
五
千
人
、
蔵
書
数
の
合
計
は
一
一
○
○
冊
を
超
え
て
い
る
。
冊
数
だ
け
で
比
較
す
れ
ば
、
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
数
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
Ｓ
、
保
存
資
料
情
報
の
交
換
ｇ
、
職
員
の
合
同
研
修
、
研
修
職
員
の
受
入
５
、
相
互
利
用
経
費
の
相
殺
６
、
新
聞
・
雑
誌
の
分
担
収
集
７
、
収
集
情
報
の
交
換
４
、
複
写
物
の
安
価
提
供
Ｓ
、
図
書
の
貸
出
２
、
利
用
証
に
よ
る
加
盟
図
書
館
の
入
館
利
用
１
、
所
蔵
資
料
の
提
供
こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
は
次
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
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